
松林地区まちぢから協議会防災部会 令和５年度第 7 回部会 議事録 

１．開催日時：2023 年（令和５年）11 月 24 日（金） １9 時～20 時 20 分 

２．開催場所：松林公民館 ２階第２会議室 

３．出席者（敬称略）：18 名+市防災対策課 2 名 

吉原、池田（高田）、小川・小澤（上赤）、川口（中赤）、渡辺・早川（下赤）、今井・正札（菱沼）、高橋・神

原（室田）、齋藤・宮本（ニュータウン）、小野・村松（オクトス）、森・阿部（ショクサン） 

齋藤・宮本（ニュータウン）、渡部・蒲ヶ原（防災対策課）、以上 

４．内容 

 １）吉原部会長挨拶 

   11/19 防災訓練が無事に終えられたのは皆様のご協力のお蔭です。実施した事で分かった課題などあるか

もしれないので今日の会議で伺って来年に活かしたいと思う。 

２）防災対策課より（蒲ヶ原さん） 

  大規模での訓練は久しぶりで、大人数で取り組めた事はとても価値のある事と思う。今日の振り返りを踏

まえて来年度以降より良い訓練にしていければと思う。 

３）地区防災訓練の反省について 

 1.訓練について 

〇消火訓練 

   ・消火器の使用だけでなく消火や火災について一言あったら良かったと思う 

   〇救護訓練 

  〇機器操作訓練 

   ・隣接する別の訓練が近すぎて説明が聞きづらい聞こえなかった 

   ・大きな声で説明してくれる方の近くで声の小さい方が説明してて聞こえなかったので、それぞれの距

離を適度に空ける、パーティションで隔てて訓練すると良いと思った 

    →配置が悪かったようなので次回は広い校庭を上手く活用し適度な距離をもって配置する 

   ・発電機の音が大きいせいか説明の声が大きくなっていったように思えた。 

   ・事前研修で複数教わったが当日どの担当になるか不明でそれぞれの知識が中途半端になってしまった 

    研修時に担当を決めてもらい担当のみを受講し当日しっかり説明や補助できるようにしたい 

  〇避難所運営ゲーム（HUG） 

   ・ゲーム内の被災想定を架空の学校や内容にせず今回の訓練と同じ内容で進められたら良いと思った 

   ・配備職員がゲームに参加するだけでなく市の立場として前面に出て意見等を出してほしかった 

   ・時間短縮されたからか、ゲームとはいえとても緊迫感のある体験ができて良かったが今後のためにも

学校の配置図が自治会にあったら良いと思った 

    →避難所運営マニュアルは市のホームページで確認できる 

    →HUGは想定内容よりも集まった方々が議論する事が訓練と思われる 

  〇給食訓練 

   ・給食担当を民生委員に固定せず防災リーダーや自治会内の有志で募集してほしい 

   ・訓練を現実的に行うなら食材を用意して豚汁を作るのでなくカップみそ汁等で良いと思った 

    →作る事より出来上がったものを均等に配布する事が訓練と考えている 

   ・機材の準備が上手く出来ていなかったので一人でも責任者を置いてスムーズに進められると良い 

    →組立や接続に関してフォローアップ研修のメニューに組み込むよう検討する 

 



  〇全体 

   ・8 時に東門開門と聞いていたが実際 8 時過ぎに到着したら閉門してて搬入に無駄な時間を要した 

    →学校側には「8 時から開けて」と伝えていたためか？ 実際は 8：20 頃に吉原部長が開門した 

   ・自治会で準備をするため、訓練内容を１ヶ月前くらいに決めてほしい 

   ・待ち時間が長かったので無駄なくスケジュールを組んでほしい（特にテント設営後から開会式まで） 

   ・高齢家族が自宅で被災した時に対応出来るような訓練があると良いと思った 

   ・体験訓練がテントを畳んだ後だったためか帰ろう帰りたい雰囲気になってしまってた。起震車体験等

は身近な訓練と思うので参加者が自由に体験出来るよう時間幅を大きく取るなどすると良い 

   ・高齢者支援施設なども一緒に訓練出来たら被災時にそれぞれの役割などが明確になると思った 

   ・防災リーダーが運営側にいて訓練作業などに参加してなかった。リーダーとして作業する側にあたる

べきと感じた 

    →事前研修で作業をお願いした方々は数名いたが、それ以外の人は体験側にまわっていた。他に手伝 

うべき箇所があれば事前にお願いする 

   ・本部テント撤収の頃にほとんどの自治会が不在となり室田自治会が手伝った。特に決まってなかった

のなら今後は当番制等にしてはどうか 

    →次回は事前に決めておく 

   ・過去の災害映像を見て学ぶ視聴覚訓練があっても良いと思う 

   ・秋は行事会議が多い。防災訓練が手薄になってはいけないので他の行事を減らす事を考えてほしい 

   ・指揮系統が不明だった。本部担当が少なすぎたのも原因か？ 

    →他の意見も踏まえ担当を細かく配置する事を検討する 

  〇参加人数など 

   ・参加者 363 名 （各自治会参加者・消防団・消防署・配備職員・市職員） 

   ・費用 約 153 千円 内訳：食材・容器・リヤカー・ブルーシートなど 

（内補助金 115 千円 まちぢ負担 38 千円） 

    ・来年は室田小学校で開催予定 

 2.その他 

・訓練後に忘れ物あり やかん・手袋・水筒収納ケース 

・次年度も原則毎月第四金曜日 19 時開催で異議なし（他と被った場合は木曜に変更する） 

 

★防災対策課 渡部さんより来年の訓練について 

    ・まず目的や誰を対象にした訓練にするか決め。それに対する訓練を決めて頂きたい 

   ・今回は無かった子供向けの訓練を考えると良い 

   ・イベント型の訓練にして幅広い世代の方に参加してもらえるようにする 

   ・アルファ米は一人一食ではなく 50 食分を取り分けて食べる形もある 

  ★防災対策課 蒲ヶ原さんより避難要支援者制度について 

   ・名簿の活用方法や抱えてる問題などあれば話し合いたい 

   ・防災部会のなかで今後の取り組みについて自治会長の皆様と日を改めて議論したい 

 

次回 令和 6 年 3 月 21 日（木）19 時～ 松林公民館 第２会議室 

書記：宮本 


